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【情報公開文書】
作成日2025　　年　　12月　　9日　

受付番号： S2025-048
課題名：回復期病院入院患者における咳反射低下の関連因子の探索的検討



１．研究の対象
この研究は、2024年9月から2025年8月まで新八千代病院に入院された患者さんを対象に行われる予定です。合計900名の患者さんの参加を予定しています。

２．研究期間
　　（研究実施許可日）～2030　年　12月　31日


３．試料・情報の利用及び提供を開始する予定日
[bookmark: _heading=h.30j0zll]当院で試料・情報の利用を開始する予定日及び外部への提供を開始する予定日は以下の通りです。
利用開始予定日：　研究実施許可日
提供開始予定日：　研究実施許可日

４．研究目的
· 回復期リハビリテーション病院に入院されている患者さんの多くは、脳の病気や加齢の影響などにより、「飲み込み（嚥下）」の力が弱くなっています。そのため、食べ物や飲み物が気管に入って起こる「誤嚥性肺炎（ごえんせいはいえん）」を防ぐことがとても大切です。誤嚥性肺炎は、飲み込みの力だけでなく、「咳き込む力（咳反射）」が弱くなることでも起こりやすくなることが分かっています。咳反射は、気道に入った異物を外に出すための体の大切な防御反応です。この反応が弱いと、むせずに誤嚥してしまったり、肺炎を起こすおそれがあります。しかし、現在の医療現場では咳反射を詳しく調べる機会が少なく、どのような患者さんで咳反射が弱くなりやすいのか、はっきりとは分かっていません。
· この研究では、回復期リハビリテーション病院に入院している患者さんの「咳反射の強さ」と「その背景となるさまざまな要因（年齢、体力、口の中の状態、栄養状態など）」の関係を調べます。
· 本研究では、入院中の患者さんの「咳き込む力（咳反射）」が弱くなる原因を調べることを目的としています。この研究の結果により、誤嚥性肺炎を予防するための方法をより正確に考えられるようになり、患者さん一人ひとりに合わせた安全な食事やリハビリ計画の作成に役立てることを目的としています。

５．研究方法
· この研究は新八千代病院に入院された成人の患者さんを対象としています。性別は問いませ
ん。
· 基礎情報として年齢、性別、身長、体重、過去に罹ったご病気、現在お持ちのご病気、入院日数、飲み込みの機能、自立度、お口の状態、咳テストの結果などをカルテ情報から取得します。

６．研究に用いる試料・情報の種類
· 年齢、性別、身長、体重、過去に罹ったご病気、現在お持ちのご病気、入院日数、飲み込みの機能、自立度、お口の状態、咳テストの結果など


７．外部への試料・情報の提供
· 情報は個人が特定できないよう氏名等を削除し、記録媒体により共同研究機関へ提供します。
· 対応表は、共同研究機関で管理します。
· 研究にあたって患者様の個人情報を直接特定されるような情報は使用されません。また、研究発表の時にも個人情報は使用されません。個人のプライバシーは最大限に尊重され、個人的な情報は厳密に保護されます。 
· 本研究は、過去の診察記録や検査結果のみを利用するため、書面による同意は頂かず、この掲示によるお知らせをもって実施されます。研究参加の拒否の機会を保障し、ご自身の診察記録や検査の結果が匿名であっても、本研究に用いられることをご希望されない方は、遠慮無くお申し出下さい。本研究への参加をご希望されない場合や途中から参加の取りやめを希望される場合、また、本 研究に関するご質問がございましたら、下記連絡先までご連絡くださいますと幸いです。その場合、 データは全て削除します。また、不参加・取り止めの場合において、不利益になることは一切あり ません。ご協力をいただけますようお願い申し上げます。 
· 研究期間中、取得したデータは個人を容易に識別できない状態に匿名化して摂食嚥下リハビリテーション学分野のインターネット接続のないパソコンに保存する。他の研究への利用はありません。
· この研究の成果は、国内外の学会発表および学術論文として公表される予定です。

８．研究組織
東京科学大学病院　摂食嚥下リハビリテーション学分野　講師　山口浩平
所在地：〒113-8519　東京都文京区湯島1-5-45
TEL：03-5803-4899（平日9：30～16：30）

新八千代病院　リハビリテーション科　科長　石橋尚基
所在地：〒276-0015 千葉県八千代市米本２１６７
TEL: 047-488-3251（平日9:00～17:00）

９．利益相反（企業等との利害関係）について
· 本研究は運営費を用いて行われます。また研究を実施するにあたり特定企業との利害関係はありません。本研究の実施にあたっては、利益相反マネジメント委員会に申告を行い、承認されています。

· 利益相反とは研究者が企業など、自分の所属する機関以外から研究資金等を提供してもらうことによって、研究結果が特定の企業にとって都合のよいものになっているのではないか・研究結果の公表が公正に行われないのではないかなどの疑問が第三者から見て生じかねない状態のことを指します。

１０．お問い合わせ先
· 研究についてわからないこと、心配なことがありましたら、相談窓口にお問い合わせください。（現時点で特定されていない研究内容については実施が未定のため、他の方の個人情報については個人情報保護のため、知的財産については知的財産保護のため、お答えできないことをご了承ください。）

東京科学大学病院　摂食嚥下リハビリテーション学分野　講師　山口浩平
所在地：〒113-8519　東京都文京区湯島1-5-45
TEL：03-5803-4899（平日9：30～16：30）

新八千代病院　リハビリテーション科　科長　石橋尚基
所在地：〒276-0015 千葉県八千代市米本２１６７
TEL: 047-488-3251（平日9:00～17:00）


１１．苦情窓口
　　東京科学大学　研究推進部研究基盤推進課　生命倫理グループ
03-5803-4547（対応可能時間帯：平日9:00～17:00）
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